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１．はじめに
　本文書は，日本色彩学会全国大会における発表原稿執筆の要領について記したものである．本文書はMicrosoft Word で作成されており，執筆要領に沿ってレイアウトされているので，適宜書き換えるなどして利用されたい．
２．必ず守らなければならないこと
　原稿はMicrosoft Word形式の原稿データと, その原稿のPDF 形式のデータの，必ず２点を提出すること．Microsoft WordはWord 97-2003 文書（*.doc）の形式で保存すること（Microsoft Word 2007以降を使用する場合は，保存形式に注意すること）．一太郎等，他のワープロ・DTPソフトは不可. ファイルにパスワードをかけたり, 書き換えを禁止したりしてはならない．
　原稿はA4判で作成すること．2013年度より，カラー印刷を前提とした原稿作成が可能であるが，必要のない部分では色の使用を極力控えること．文字色は黒のみとすること．予稿集（学会誌大会特別号）はB5判に縮小され（約86％），フルカラーで印刷される．刷り上がりのイメージは過去の予稿集（Supplement）を参考のこと．
　原稿は縦247mm，横170mmの範囲に収めること．ワープロソフトにおいては，余白を上下25mm，左右20mmと設定すればよい．送付の原稿用紙を使う場合は，青枠の範囲内に原稿が収まるようにすること．（次ページ図を参照のこと．）
　原稿は日本語もしくは英語を用いて書くこと．
　原稿は必ず２ページ以内で作成すること．印刷の都合上，１ページだけの原稿が提出された場合，２ページ目は白紙で印刷されることになる．
　１ページ目の最初に必ず見出しを置くこと．見出しは１段で組むものとし，発表題目，著者およびその所属を，日本語ならびに英語で書く．（ただし本文が英語の論文については英語のみでよい．）
　見出しに続いて，論文のキーワードを記入すること．書き出しは「キーワード：…」もしくは「Keywords: 」とし，５語以内とする．

　２ページ目は，範囲内の全面を原稿執筆に充ててよい．

３．原稿の締切と提出先
(1) 送付先と締切
　〒541-0048　大阪市中央区瓦町4-3-14-1002　
日本色彩学会編集事務局　辻埜孝之 宛
e-mail：zenkoku2013@color-science.jp
　
　締切は2013年3月15日（金）必着とする．

(2) 提出方法
　提出は，原稿を電子メールで送付するか，原稿を書きこんだデータCDを郵送すること．（電子メール送付の場合，添付ファイルの総容量が5 MBを超えてはならない．）送られたCDは返却しない．データDVDおよびUSBメモリは不可とする． 

　事務局ではWindows XP上のMicrosoft Word 2003 を使って作業を行うので，Mac OS 上のMicrosoft Wordを用いて原稿を作成する場合は，フォントの選択に注意すること．

　電子メールで原稿を提出した場合は，編集事務局より受領の返信メールを送付するので確認すること．
　
４．読みやすい原稿を作成するためのヒント

(1) 組版全体について
　原稿に用いる文字フォントは，縮小されることを考慮して，あまり小さいものは使うべきではない．また書体は，見出しや章節のタイトルにはゴシック系を，本文には明朝系を用いることを推奨する．（特に次の４種類を推奨する．MS明朝，MS P明朝，MS ゴシック，MS Pゴシック．）強調のためのボールド体や斜体の多用はかえって読みにくくなるので注意されたい．
　原稿は２段組を原則とするが，規定の範囲（縦247mm，横170mm）に収まるならば，１段組でもかまわない．２段組の場合，１段の幅は81mm，段と段の間隔は8mmを目安とするとよい．

(2) 見出しについて
　見出しに用いる文字フォントの大きさは，題目を15～16ポイントに，著者名と所属を10～11ポイントにすることを推奨する．（本文書はそれぞれ16ポイントおよび10.5ポイントに設定．）
　見出し部の高さ（行数）にはとくに制限はないが，50mmを目安とするとよい．ちなみに本文書のファイルでは，幅170mm，高さ50mmのテキストボックスを１ページ目冒頭に配置して，見出しを書き込んでいる．
　提出した原稿の見出しがそのまま印刷されるので，誤りが見つかっても見出しだけの差替えはできないから注意すること．

 (3) 本文について
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　本文に用いる文字フォントの大きさは，10～11
ポイント程度とすることを推奨する．（本文書は10.5ポイントに設定．）
　ページあたりの本文の行数は任意であるが，50行が上限の目安となろう．（本文書は48行に設定．）１ページ目は見出しがあるため，さらに10行程度少なく見積もるべきである．原稿の途中でむやみに行間を変えることは好ましくない．
　図や表は必要に応じて１段で組んでも２段で組んでもかまわない．ただし，段の切り替えはページの上下端で行うべきである．（読み手の混乱を防ぐ．）　
　(4) 図について

　挿入する画像は，EPS, JPG形式もしくはPNG形式で作成することを推奨する. （Bitmap形式は避ける. ）　　　　　　　

以上
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